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編集後記 若輩ながら編集委員を務めさせ
ていただきました．学生の頃から

愛読しているプラズマ・核融合学会誌の編集に携わるこ
とができ，大変に光栄な機会でした．編集委員の先生方 , 
事務局の皆様 , そして私の企画記事の執筆をご快諾いただ
い先生方へ , この場を借りて心から御礼申し上げます．さ
て，編集後記の執筆依頼をいただき，何を書こうかと思
案したのですが，「わたしとプラ核学会誌」という小学生
の作文のようなタイトルで筆を進めます．
私が学生の頃に所属していた研究室は “プラズマ” と
いうキーワードがつけば何でもやるような研究室でした．
そのため，核融合プラズマから産業プラズマまで幅広く
プラズマの記事が掲載されているプラ核学会誌は , プラズ
マの勉強をするのにまさにうってつけの雑誌で，毎月楽
しみに愛読していました．その中でも楽しみにしていた
のは , 記事の最後にある著者紹介でした．学生の頃は , 大
学や研究所の先生方はさぞ高尚な方々なのだろうと思っ
ていたのですが，いざ著者紹介を読んでみると，健康の

話や趣味の話，ご家族の惚気話などが満載で，「この人た
ちも人間なんだなー」と思い，親近感が湧いたのを覚え
ています（その後，年会の懇親会でお酒を飲みながら大
笑いする先生方を見て，上記の思いは確信に変わりまし
た）．学会誌という一見無機質にみえる学術雑誌ですが，
そこに垣間見える人間味がプラ核学会誌の魅力の一つで
あると思います．
最近，プラズマ分野以外の方とお話しする機会が増え，
話の流れでプラ核学会誌の編集委員をやっていることを
伝えると，分野外の方でも「読んだことある！」という
人によく会います．やはりオンラインかつフリーで読め
る学会誌ということで，分野外にも読んでいる方がいる
ことを実感し，編集委員活動のモチベーションとなりま
した．
これからも門戸が広く，人間味に溢れた本学会に貢献
できるよう，微力ながらも尽力したいと思います．プラ
ズマ・核融合学会の益々のご発展をお祈りし，筆をおき
ます．� （竹崎太智）
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